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大阪府副業・兼業人材活用促進補助金 活用事例②

高齢者福祉の現場で求められる保証人制度
を事業として立ち上げるために、法的・制度
的な整備を含めた新規事業の設計と実行支
援を依頼してスムーズな起業を行いたい。

【Before】
自社が抱えて
いた経営課題
又は業務課題

活用した副業・
兼業人材に
ついて

■定量的効果
新規事業の事業計画、損益計画書を策定することができた。具体的にどう進めていけば良いのかのイメージできた。

■定性的効果
今すぐは事業を起こせないが、策定した新規事業に対して社内の従業員が興味を持ったため、今後新しく部署を立ち
上げることも検討できればと考えている。

■コスト
【業務委託料】5.5万円（税込）/月 【マッチング費用】5.5万円（税込） 【合計】３ケ月22万円（税込）
◎補助金活用：交付補助金額16万円 → 実コスト6万円

■ミーティング
2週間に1回の頻度で、時間を40分に決めて打合せを実施し次回までの課題を決めた。

【After】
副業・兼業

人材の活用効果
とコスト

所 在 地：大阪府茨木市

設 立 年：令和２年

事業概要 ：居宅介護支援事業、ケアマネジメント業務の受託 等

資 本 金 ３００万円

従業員数：5名

■経歴
福岡県 フリーランス ５０代
中小企業診断士

■依頼した業務内容
現場課題の整理と制度要件の調査
事業モデルの設計と運営体制の構築
実行準備と初期運用の支援

～ これから副業・兼業人材の活用を検討している企業へ一言 ～

多くの応募者があり、人選には苦労したが、自分とは対照的な「手堅い」「冷静な考え」の方を選びました。

自分でできる事でも、その道のプロに任せる事で大きな成果が生まれ、また、自分の時間ができるので有効に活用

できました。AIより忖度なしの意見が頂けて非常に有効な手段だと思いました。


